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「
最
高
裁

判
決

国
・

建
材
企
業
に

勝
訴
」
「
一

人
親
方
等
も

救
済
」
「
建

材
企
業
の
共

同
不
法
行
為

を
認
定
」…
。

2
0
2
1
年

5
月
17
日
、

最
高
裁
前
で

建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
の
判
決
内
容
が
示
さ
れ

た
「
旗
出
し
」
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
13
年
に
及
ぶ
闘
争
の
一
部
が

結
実
し
ま
し
た
。
翌
日
に
は
菅
首

相
（
当
時
）
が
謝
罪
し
、
田
村
厚

労
大
臣
（
当
時
）
が
基
本
合
意
書

に
調
印
、
6
月
9
日
に
は
「
国
」

が
拠
出
す
る
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
者
給
付
金
法
が
参
議
院
で
可
決

成
立
。
「
国
」
と
の
関
係
で
は
2

0
0
8
年
の
提
訴
当
時
か
ら
掲
げ

て
き
た
「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害

者
の
救
済
」
が
実
現
す
る
と
い
う

歴
史
的
な
年
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
、
早
々
に
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
給
付
金
制
度
の
申
請
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
組
合
員
未
提
訴
被
害

者
の
申
請
は
組
合
が
行
な
い
ま

す
。す

で
に
一
部
の
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ

ー
（
※
）
弁
護
士
事
務
所
は
訴
訟

だ
け
で
な
く
、
給
付
金
制
度
の
申

請
に
つ
い
て
も
受
付
け
る
こ
と
を

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
使
い
ア

ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
ま
す
。
給
付
金

か
ら
も
報
酬
を
得
よ
う
と
す
る
フ

リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
弁
護
士
事
務
所
か

ら
仲
間
を
守
る
た
め
に
も
、
「
申

請
手
続
き
は
東
京
土
建
へ
」
を
徹

底
し
ま
す
。

※
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
と
は
、
コ
ス

ト
を
負
担
せ
ず
に
利
益
だ
け
を
得

る
人
、
集
団
の
利
益
に
タ
ダ
乗
り

す
る
人
。

建
材
企
業
の

責
任
を
追
究

提
訴
か
ら
13
年
を
経
て
、
4
訴

訟
の
最
高
裁
判
決
、
国
と
の
基
本

合
意
書
締
結
、
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト

給
付
金
法
の
成
立
に
よ
っ
て
、
屋

外
職
種
の
被
害
者
、
違
法
期
間
の

始
期
と
終
期
な
ど
の
問
題
を
残
し

な
が
ら
も
、
画
期
的
な
前
進
を
作

り
、
国
と
の
訴
訟
は
和
解
解
決
と

給
付
金
制
度
の
実
施
に
向
け
て
、

終
結
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
国
」
の
給
付
金
だ

け
で
は
被
害
者
に
と
っ
て
完
全
な

賠
償
を
得
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

く
、
残
り
の
損
害
（
被
害
）
に
は
、

石
綿
含
有
建
材
を
警
告
表
示
な
く

販
売
製
造
し
利
益
を
上
げ
て
き
た

ア
ス
ベ
ス
ト
建
材
製
造
企
業
が
被

害
者
に
補
償
（
賠
償
）
す
べ
き
で

す
。
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
給
付

金
制
度
は
、
建
材
メ
ー
カ
ー
も
補

償
金
を
拠
出
す
る
建
設
石
綿
被
害

補
償
基
金
制
度
と
し
て
拡
充
し
、

完
全
な
被
害
者
救
済
制
度
と
し
て

法
制
化
す
べ
き
と
し
、
運
動
を
強

め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
鮮
明
と
な
っ
た
格

差
と
貧
困
、
長
期
政
権
下
で
深
ま

っ
た
社
会
の
分
断
を
ど
の
よ
う
に

修
復
し
て
い
く
の
か
が
総
選
挙
で

問
わ
れ
ま
し
た
。経
済
政
策
で
は
、

野
党
は
富
裕
層
へ
の
金
融
所
得
課

税
強
化
や

所
得
の
再

分
配
機
能

強
化
の
公

約
を
掲

げ
、
対
す

る
与
党
も

非
正
規
や

女
性
、
子

育
て
世
帯

に
対
す
る

支
援
の
旗

を
揚
げ
ま

し
た
。
「
所
得
の
分
配
」
が
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
話
題
に
の
ぼ
っ
た
こ

と
は
、
近
年
に
な
か
っ
た
現
象
で

す
。
マ
ス
コ
ミ
も
諸
外
国
と
比
べ

て
、
特
異
な
低
賃
金
構
造
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
る
論
調
に
変
化
し
、

「
賃
上
げ
」
へ
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

が
作
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

東
京
土
建
は
昨
年
、
要
求
賃
金

年
収
7
2
0
万
円
、
月
額
60
万
円

を
獲
得
で
き
る
目
標
を
立
て
ま
し

た
。
現
在
の
社
会
情
勢
と
取
り
組

み
の
方
向
性
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。処

遇
改
善
の

原
資
は
あ
る

令
和
2
年
度
の
法
人
企
業
統
計

調
査
に
よ
れ
ば
、
内
部
留
保
（
利

益
剰
余
金
）
は
4
8
4
兆
3
0
0

0
億
円
で
9
年
連
続
過
去
最
高
額

を
更
新
し

ま
し
た
。

現
預
金
で

は
2
5
9

兆
5
0
0

0
億
円
、

前
年
比
17

・
3
％
も

伸
び
、
塩

漬
け
の
キ

ャ
ッ
シ
ュ

の
山
が
築

か
れ
て
い

ま
す
。
建

設
主
要
ゼ

ネ
コ
ン
22

社
全
体
で
は
5
兆
7
9
8
1
億

円
、
前
期
比
3
7
6
2
億
円
増
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
に
日
本
経
済
新
聞
社

で
さ
え
も
「
投
資
家
だ
け
に
富
が

移
動
し
て
も
景
気
浮
揚
は
お
ぼ
つ

か
な
い
、
従
業
員
や
取
引
先
、
さ

ら
に
顧
客
や
地
域
に
幅
広
く
利
益

を
配
分
す
る
経
営
に
舵
を
切
る
べ

き
」
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

公
契
約
は

１１
自
治
体
に

「
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
等
に
よ
り

景
気
は
後
退
局
面
に
あ
り
、
共
生

社
会
の
実
現
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り

組
み
目
標
を
踏
ま
え
る
と
、
労
働

者
の
賃
金
水
準
等
労
働
環
境
等
の

確
保
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し
、
江

戸
川
区
公
契
約
条
例
が
制
定
し
ま

し
た
。
都
内
で
条
例
は
11
自
治
体

に
広
が
り
、
都
民
人
口
比
30
％
を

超
え
ま
し
た
。
北
区
と
中
野
区
で

も
今
春
、
3
月
区
議
会
で
条
例
成

立
の
運
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
現
場
中
断

や
自
宅
待
機
が
生
じ
ま
し
た
。
下

請
業
者
や
一
人
親
方
に
は
稼
働
日

数
減
少
は
生
活
に
直
結
す
る
重
大

な
問
題
で
す
。
元
請
交
渉
を
す
す

め
、
労
務
費
補
て
ん
（
補
償
）
が

さ
れ
る
事
例
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
労
災
事
故
で
の
現
場
休
工

時
の
待
機
費
用
に
つ
い
て
も
同
様

の
成
果
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

最高裁判決後の旗出し

2021年春の大手企業交渉

制定記念で。江戸川の斉藤猛区長（右）
と遠藤喜世志委員長

そ
こ
で
、
東
京

土
建
（
建
設
ア
ス

ベ
ス
ト
全
国
連
絡

会
）
は
、
ア
ス
ベ

ス
ト
建
材
企
業
の

謝
罪
と
賠
償
、
基

金
参
加
を
迫
る
取

り
組
み
と
し
て
、「
建
材
企
業
訴
訟

＝
4
陣
」
を
提
起
し
、
5
月
か
ら

6
月
に
提
訴
予
定
し
て
い
ま
す
。

建
材
企
業
訴
訟
と
は
、
①
国
と

一
方
の
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
最
大

の
原
因
者
で
あ
る
建
材
企
業
の
謝

罪
と
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
、
②
長

期
に
渡
り
闘
っ
て
き
た
原
告
の
決

意
と
思
い
を
受
け
継
ぎ
、
建
設
ア

ス
ベ
ス
ト
訴
訟
の
全
面
的
な
解
決

を
め
ざ
す
訴
訟
、
③
多
数
の
未
組

織
被
害
者
を
原
告
に
組
織
し
て
大

き
な
社
会
的
世
論
で
建
材
企
業
を

包
囲
す
る
訴
訟
、
と
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
を
全
面
的
に
包
囲

す
る
運
動
と
し
て
、
駅
頭（
街
頭
）

宣
伝
行
動
で
世
論
に
訴
え
、
国
会

議
員
へ
は
引
き
続
き
企
業
拠
出
の

補
償
基
金
の
法
制
化
に
つ
い
て
要

請
を
強
め
ま
す
。

「
同
じ
思
い
を

さ
せ
な
い
」

提
訴
当
初
か
ら
東
京
原
告
団
共

同
代
表
を
務
め
、
法
廷
内
外
で
先

頭
に
立
っ
て
闘
っ
て
き
た
宮
島
和

男
さ
ん
（
豊
島
）
が
2
0
2
1
年

11
月
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
宮

島
さ
ん
は
、
「
こ
の
苦
し
み
、
悲

し
み
…
同
じ
思
い
を
後
世
の
人
に

さ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
根
絶
を
あ
ら
ゆ
る
場

面
で
語
っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
は
先
人
の
意
志
を
引
き

継
ぎ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
に
つ
い

て
3
つ
の
柱
を
追
求
し
ま
す
。
第

1
は
専
門
医
へ
の
受
診
勧
奨
で
命

と
健
康
を
守
る
運
動
、
第
2
は
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で
建
材
企
業

に
勝
訴
し
補
償
基
金
に
拠
出
さ
せ

る
運
動
、
第
3
は
石
綿
関
連
法
遵

守
徹
底
で
被
害
者
に
も
加
害
者
に

も
な
ら
な
い
運
動
で
す
。

2
0
2
2
年
、
仲
間
の
英
知
と

行
動
を
結
集
し
、
さ
ら
な
る
運
動

の
前
進
を
め
ざ
し
ま
す
。

ニチアス社前行動で抗議
の声をあげる参加者

東
日
本
大
震
災

を
前
後
し
て
、
技

能
者
不
足
が
社
会

的
認
識
と
な
り
ま

し
た
。
13
年
連
続

で
下
落
し
て
い
た

賃
金
の
目
安
額
で

あ
る
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
が

2
0
1
3
年
か
ら
9
年
連
続
で
引

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。国
や
業
界
、

議
会
へ
の
働
き
か
け
が
世
論
を
作

り
、行
政
を
動
か
し
た
好
例
で
す
。

ま
た
東
京
都
の
最
低
賃
金
は
1
0

4
1
円
（
28
円
増
）
に
な
り
ま
し

た
。組

合
は
最
賃
引
き
上
げ
署
名
を

3
万
筆
、
審
議
会
に
は
2
0
8
人

の
意
見
ハ
ガ
キ
を
届
け
、
引
上
げ

に
賛
同
す
る
委
員
を
大
き
く
励
ま

し
ま
し
た
。
住
宅
デ
ー
や
災
害
時

協
定
な
ど
の
地
域
活
動
は
、
居
住

地
組
織
と
個
人
加
盟
の
東
京
土
建

な
ら
で
は
の
特
徴
で
す
。
こ
れ
ら

の
活
動
も
技
能
労
働
者
の
処
遇
改

善
の
土
台
と
な
る
「
社
会
的
な
評

価
」
を
高
め
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ

の
活
動
を
積
み
上
げ
で
こ
そ
、
要

求
賃
金
の
実
現
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

労
働
組
合
諸
団
体
と
も
連
帯

し
、
社
会
的
な
課
題
に
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

夏
に
は
参
院
選
が
あ
り
ま
す
。「
富

の
分
配
」
の
中
間
点
検
が
一
人
ひ

と
り
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
面

で
も
賃
上
げ
と
単
価
引
上
げ
の
声

を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

宮島さん

訴訟と共に
世論に訴える

被
害
者
救
済
の
給
付
金
申
請
始
ま
る

手
続
き
は
東
京
土
建
へ

社
会
で
作
ら
れ
つ
つ
あ
る

賃
上
げ
へ
の
合
意

活動積み上げ
目標に接近

求

人

求

職


